
 

 

昼生小だより  

 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年 1 月１４日 

N o .１７ 

↑昼生小HP 

２学期末に実施しました｢学校の活動に対するアン

ケート」へのご協力、ありがとうございました。詳細

な数値や経年変化については、別紙の結果一覧表をご

覧ください。 

 児童・保護者それぞれの結果をグラフで示しまし

た。｢よくあてはまる｣｢だいたいあてはまる｣または

｢そう思う｣｢だいたいそう思う｣を合わせた位置に 

△印をつけてあります。つまり、△印が右にあるほど、

その項目における肯定的回答の割合が高いことを表

しています。あわせて、昨年度のアンケート結果の 

印の位置に↑印がつけてあります。△印が↑印よりも

右側にあれば、昨年度の結果よりも本年度の結果が改

善したことを表しています。（変化なしの場合は△印

のみ） 

児童アンケート結果より 

 多くの項目で、肯定的回答が９0％を超えており、

学校生活全般において子どもたちがよく努力してい

る様子がうかがえます。 

特に、項目の５(話を聞く)･１３(縦割り班活動は楽

しい)･１９(校外での挨拶)で肯定的回答が 100％で

した。また、項目1(授業理解)･8(学校生活が楽しい)･

９(校内での挨拶)･1２(そうじや係活動)･1４(困りご

と相談)･１５（友だち関係）･１６（家庭学習）･１８

（朝ごはん）でも 100％に近い結果でした。学年を

越えて、お互いを思いやり良い友だち関係をつくれて

います。 

一方で、項目 6(自主学習)･17(早寝早起)では肯定

的回答が低くなっており、昨年度の結果と比較して明

らかに下がっています。毎日の予習･復習をしたり、

授業でわからなかったことや興味のあることを調べ

たりといった自主学習を行うことは、学習の定着にと

ても大切なことです。キュビナの活用も含め、自主学

習の意義を再確認していきたいと思います。早寝早起

きの習慣化も含め、保護者の皆さまからの声かけもよ

ろしくお願いします。 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

児童アンケート結果

よくあてはまる だいたいあてはまる

あまりあてはまらない あてはまらない

1.学校の授業がわかる

2.学習中は姿勢に気をつけている

3.図書館で借りた本や 自分が持っている本を自分から進んで読もうとしている

4.授業で自分の考えを言うことができる

5.先生の話や友達の意見を聞こうと気をつけている

6.家で 宿題以外の学習に取り組んでいる

7.授業や宿題で 間違えたり分からなかったりしたことを直す

8.学校生活が楽しい

9.先生や友だちに進んであいさつしている

10.チャイムを守り 決められた時間を守っている

11.身の回りの整理整頓を心がけている

12.掃除や係活動 委員会活動にしっかり取り組んでいる

13.たてわり班の活動(行事やひるおっ子集会など)は楽しい

14.困ったことや悩んでいることを先生は聞いてくれる

15.友達を大切に思い 仲良くしている

16.毎日家で勉強している(宿題もふくめる)

17.早ね・早起きをしている

18.朝ごはんを毎日食べている

19.おうちの人や地域の人にあいさつしている

20.地域の行事に参加している



 

 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

保護者アンケート結果

そう思う だいたいそう思う あまり思わない 思わない

2.学校は 児童が学習しやすい教育環境づくりに努めている

3.学校は 保護者や地域の要望に応えた学校づくりに努めている

1.学校は 教育方針や教育目標などを保護者にきちんと説明している

5.学校は 学校便り・学年便り・保健便りやHPなど積極的に情報を発信している

6.子どもは 学習内容を理解している

7.学校は 指導方法を工夫してわかりやすい授業づくりに努めている

8.学校は 毎日宿題を出すなど、学習習慣の定着に努めている

4.学校は 保護者や地域の方が教育活動や学校行事に参加しやすいように努めている

9.学校は 読書活動に取り組み、読書習慣の定着に努めている

10.学校は きめ細やかな学習指導をしている

11.子どもは 楽しく学校生活を送っている

12.学校は 児童の良さやがんばりを認め 一人ひとりを大切にしている

13.学校は 保護者と連携を行い 児童の相談や悩みに丁寧に対応している

14.学校は  挨拶・整理整頓・時間を守る など基本的生活習慣の定着に努めている

15.学校は 避難訓練や交通安全教室など児童の安全指導に努めている

16.学校は 健康に関する取組を通して保健指導に努めている

17.学校は 食育の授業や食に関する体験的な活動を通して食育指導に努めている

18.学校は 地域とのふれあいを深める学習を積極的に行っている

19.学校は 家庭・地域と連携しながら教育活動を進めている

20.子どもは  挨拶 の習慣が身についている

21.子どもは 身の回りの 整理整頓 の習慣が身についている

22.子どもは  時間を守る 習慣が身についている

23.子どもは 宿題など家庭学習をする習慣が身についている

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

保護者アンケート結果より 

 全体として、ほぼ肯定的回答が８０％を超え、おむね評

価いただいていると見られますが、昨年度と比べ、１(方

針説明)･７（わかりやすい授業）･１３（丁寧な対応）に

おいて大きく減少しており、学校の取組の至らなさを感

じます。 

そこで、各行事や取り組みにおいてそのねらいを明確

にし、通信やホームページ等も活用してていねいに説明・

報告をしていきます。校内研修の柱に複式授業をおいて、

教職員研修を進めていますが、さらなる授業改善に努め

ます。そこでめざす授業のイメージとして、子どもたちが

主体的に学ぶスタイルを理想としています。複式授業に

おいて教師はファシリテーター的な役割として効果的な

指導・支援を行っていきます。一見すると教師が説明する

時間が少なく物足りなく見えるかもしれませんが、子ど

もたちの自ら学ぶ力を育成し、ともに学び合う場面を長

くとるようにしたいと考えています。また、定期的な教育

相談や個人ノート等も活用した個に応じた指導・支援を

さらに進めていきます。家庭との報告・連絡もより迅速に

ていねいに進めていきます。保護者や地域の皆さまの期

待に応えられるよう、今後もより良い教育活動を目指し

て努力していきます。 

 また、項目21(整理整頓) ･22(時間を守る)では、他の

項目に比べて肯定的回答が少なくなっています。家庭で

の子どもたちの様子を見ての評価と考えますが、基本的

な生活習慣の定着に関する取組の難しさを感じます。今

後も、学校と家庭とで連携しながら取組をすすめていき

たいと考えますので、ご理解・ご協力をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

本年度は２・３年生と4・5年生の２つが複式学級となり、特別支援学級「たいよう」も新設されました。｢わたり授業｣

や｢合同授業｣といった複式教育の推進や、キャリア教育として昼生米を使った新商品開発に積極的に取り組みました。令和

８年度も複式学級（３・４年と５・６年）が２学級になる予定です。また、令和８年４月１日から「小規模特認校制度」も

導入されます。地域とともに特色ある学校教育活動をすすめて『選ばれる学校』となっていく必要があります。保護者・地

域の皆さまのお力添えを今後もどうぞよろしくお願いいたします。 


